長谷川三四子    （90歳にて死去平成24年/2012.8.19.）

大正11年3月4日に金沢市において耳鼻科医深江一（明治24年2月に長崎県北松浦郡深江町に生まれ、平戸の祐興館-ゆうこうかん-中学、第五高等学校-熊本-を経て九州帝国大学医学部卒、武家）の長女として生まれる（6人兄弟姉妹）。実家は金沢市の中心に位置して、医院といっても病院であり、多数の看護婦さんと女中さんたちに囲まれて生活し、6人の子供にはそれぞれの担当の女中が配置されていたそうである。父一は道楽人でもあり、日本画は玄人はだしであり、山登りなどもやっていた。たいそう三四子をかわいがり、東京への出張の際には三四子だけを汽車で連れて行ってもらった思い出があると言っていた。また当時、一がドイツ国から三四子のために輸入してくれたWilhelm Boegerのピアノを使ってのピアノ演奏が大事な趣味のひとつであり、今に至るまで三四子は引っ越しの際にも常に手放さなかった。しかし、一は多忙のためか40歳台で肺炎で早死にし、母ハシは医院を売却して、こども6人と東京の目黒区中根町（東横線都立大学）へ引っ越した。その地は海軍関係者が多く住み、深江家も長崎出身のため海軍関係者が係累に多かった（ミッドウェー海戦時に空母蒼龍の艦長として艦と運命を共にした柳本柳作少将-戦死後昇進-はまたいとこであり、幼小時に遊んでもらったと母は言っていた。また軍令部の志波-国彬?-大佐は一の妹の嫁ぎ先である）三四子は金沢の高校から、名門府立第三女学校への編入試験に、地元教師の予測に反して、見事一発合格して入学し、多くの生涯の親友を作った。長男章雄には「わたしは数学は得意なのだから」と自慢するのが常であった。戦後、実家の中根町の近所に家庭教師として来ていた長谷川龍雄を紹介されて、母ハシの強い薦めもあって昭和23年(1948)5月26日に結婚した。結婚後は龍雄の会社トヨタ自動車のある愛知県ころも挙母（現在の豊田市）に連れてこられ、最初は住む家がないので、龍雄が居候していた岡崎市にあるりっぱな禅寺（山寺？）で生活していたそうである。お寺は夜はとても怖かったと本人が言うのを長男はたびたび聞いている。東京から「とんでもないところに連れてこられた」と当初思ったそうであるが、戦後の困窮の時代だからお嬢様でも我慢できたのであろう（私は武家の娘の矜持！）。その後今から言うと掘っ立て小屋のようなトヨタの社宅に入ることができたが、風呂も龍雄が自分で作ったとの話であり、当時の挙母というのは土と埃の本当のど田舎であったことは想像に難くない。その土地において昭和26年に長男章雄を出産。その後住宅金融公庫というものが利用できるようになり、昭和27年に初の木造マイホームを岡崎市伊賀町愛宕山に新築し、そこで昭和30年に次男理雄を出産。トヨタ自動車の成長とともに龍雄は自動車開発の王道を歩み、新車開発の終盤には一ヶ月ぐらい満足に自宅に帰ってこないこともたびたびであったが、古典的な良妻賢母として近傍には親類縁者はまったくない孤立状態で、家庭を守った。ただ、女性としてはほぼ第一世代とも言える自動車免許証を取得したことは、彼女の人生を変えたようであり、60年代初頭から自家用車による名古屋あたりまでの自由な移動が可能になり、いなか生活の苦しみのかなり軽減したそうである。なお、長男は高校時代に学生運動などをやったために、たびたび学校に呼び出され、謝罪させられたと本人は多くの人に述懐しているということである。龍雄は設計主任技師（主査）としてトヨタカローラという世紀の大ヒット車を送り出し、昭和62年に取締役（重役）就任と共におなじ岡崎市柱町に新築した豪邸（第二の自宅）に転居した。その後長男、次男を大学生として東京に送り出したのちも一人で長唄、手芸などの趣味、あるいは名古屋の名士の夫人の集まりであるToast Mistress Clubのお付き合いですごしていた。東京にいる長男がティケットを確保した音楽会に岡崎から上京してきて、優雅に楽しんだことも思い出に残る（N響ホールのこけら落としのサバリッシュ指揮、N響によるベートーベン交響曲第9番合唱付き、あるいは来日したカール・ベーム、ウィーンフィルによるシューベルト・ティクルスなど）。夫龍雄のトヨタ自動車退職とともに（70歳近くまで勤め上げた）、「東京に帰りたい」という長年の念願を龍雄も聞き入れ、昭和62年に家を畳んで三浦半島の葉山町に引っ越してきた（第三の自宅）。この家には長男、次男の家族が東京からしばしば泊まりに来て、庭でバーベキュウをしたり、特に夏などは海水浴への往復の自動車運転、風呂の準備などもしてくれるサービスぶりであった。親類縁者、会社関係者、報道関係の取材なども多く、「あたしゃ、お茶くみばあさんだよ」とよく苦笑していた。この時期には夫龍雄の第一高等学校の同窓会の海外旅行にも毎年近く行き、また長男、次男家族と一族揃っての年末正月の短期海外旅行には、ハワイに２回、シンガポールに1回行き、皆で大いに楽しんだ（払いは親丸抱え！）。この時代まで自分で自家用車を運転して近くのスーパーに買い物に行っていたが、ちょっとした自動車事故（自損）を起こして、自動車運転をあきらめた結果坂道のあるスーパーへの往復がしんどくなり、東京の世田谷区桜上水にある新築マンション（第四の自宅）へ引っ越した。これでいよいよ東京へ戻ることができて大層満足し、東京生活を楽しんだ。特に音楽会に行くに有利な地の利を活用して長男とともに東京交響楽団の定期演奏会に桜上水から六本木のサントリーホールへ通っていた。

生来糖尿病もちであり、桜上水に引っ越してきたことから夏になると体調を崩して臥床することが多くなったが、平成17年7月に至誠会第二病院に入院した際に認知症の入り口という診断を受け、その後龍雄の献身的介護にもかかわらず病態は確実に進行し、平成19年12月に夫龍雄とともに横浜青葉台にあるケアホームに入院し、その後、夫龍雄が死去した後もそこで生活し、ホームの催しの際にはピアノ伴奏をやったりしていた。最後に近い日まで、記憶はボロボロに脱落しているにもかかわらず、バッハの平均率クラビア曲集を恥ずかしくない程度に演奏可能であり、喫茶店でナプキンを利用した2桁の足し算、引き算、掛け算の筆算ができていたのは医学的にもきわめて興味深い。また長男、次男が毎週土曜日と日曜日には訪問して、外出させ、好物の寿司を食べさせたり、喫茶店で世間話をしたりしていた。今年の2月12日には二人目のひ孫が生まれ、その日のうちに長男が松戸の産科医院まで自動車で連れて行き、会わせて真近で赤ちゃんの顔を見ることができた。その時点では体力もあり、車での移動中も快活に会話していたが、2月22日から急速に体調が悪化し、8月19日夜9時過ぎに死亡した。

夫龍雄は幼少時代に父親を亡くし、厳しい環境で育ったために、暖かい家族というものを求めて結婚したそうであるが、その期待に完璧に答え、子供2人、孫4人、ひ孫7人(男5人、女2人、平成30年8月現在)に囲まれて、人気者のおばあちゃんとして大正、昭和、平成を生き抜いたのである。
